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練馬助産師会 平成 2３年度総会 議事内容 

平成 2３年６月４日（土）13：30～  

 石神井公園区民交流センター 会議室（３） 

【出席者】上原、江坂、榎本、小島、佐々木美幸、佐々木美よ江、島野、高橋さとい、高橋典子、竹中、 

冨田、土屋、名嘉眞、長塚、箱田、羽田、村松、山本、米山、渡辺 （敬称略） 

【委任状】１２名                                              

 

会長挨拶 

・理事会・分会長会議報告 など 

地区分会 22 年度の活動報告 

・東京都助産師会 総会（5月 14日開催） 

22 年度事業報告会計報告 承認 

23 年度事業計画： 

１） 公益化事業 一般社団法人…公益事業 里帰りプロジェクト、 

産後ドゥーラー養成事業 

２）ステップアップ研修会 

３）周産期医療ネットワークの整備 

４）子育て女性支援センターの拡充 

専門部会の研修予定 

災害対策委員会 

→ 詳しくは後日郵送される大江戸サンバ通信参照 

・２３年度日本助産師会総会（５月２６日・２７日） 福井県で開催 

   会長表彰：東京都から８名、練馬の竹中さん選ばれました 

      役員選挙：岡本喜代子会長になった 

会員の除名決議：神奈川県の開業助産師 自宅分娩後呼吸状態良くないベビー搬送（嘱託医ではないと

ころに）、日赤病院に再搬送、低体温あり保温時やけど（ドライヤー使用）、 

足指三本壊死切断、開業助産師と病院とが訴訟されている 

→助産師の反省や誠意がみられず、除名を検討したいとの提案 

（他の会員を守るためにも）  総会には当該助産師不在 

除名決議…賛成多数で除名決議、代議員（計 72 名）の賛成多数で除名決定 

 

平成 23 年度 練馬助産師会 総会 

出席２０名＋委任状 12 名・・・会員総数 49 名の過半数を超えるので総会成立 

 

１． 平成 22 年度 活動報告（名嘉眞会長より） 

5 月： ５/８ 総会 、役員選挙（選挙は 2年に 1回） 

6 月： ６/６ 練馬区 男女共同参画センター「えーる」でのフェスティバル「卒乳・断乳」講座 

7 月： ７/１７ 定例会議 
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9 月： ９/４ 「だっこひも講座」（練馬助産師会会員向け研修会） 

10 月： １０/１６ 定例会議 

11 月： １１/２６ 練馬助産師会主催「育児疲れバイバーイ、ヨガとおしゃべりでリフレッシュ」講座 

1 月： １/２２ 新年会 

3 月： ３/５ ねりま子育てメッセ ブース出展（ハンドマッサージ・助産師相談） 

３/１２ 定例会議（地震翌日のため中止）→ 報告事項を資料配布 

３/２６ 臨時会議「震災被害の母子・練馬区の母子への支援」について 

 

●通年で、「ＳＡＮＧＯさろん」の実施：毎週、火・金曜日に育児相談・母乳相談  

     （練馬区情報相談広場） 

活動報告：【別紙資料】 報告江坂さん 承認 

昨年度見学者 3名（実習学生１、練馬区保健相談所のパート保健師２） 

 

●性教育実施： 保健講話（3回） ・練馬区立開進第二中・都立田柄高校 1学年と 2学年 

活動報告【別紙資料】 報告羽田さん 承認 

 

●広報活動： ホームページ、練馬助産師マップ作成 など 

 

２．平成 2２年度 会計報告および監査報告   【別紙資料】 会計渡辺さん 

                           監査報告 箱田さん 

（質問、佐々木美よ江さん） 

慶弔費の内訳：死亡時、合計 2万円予算（お花代 1万と香典 1万） 

・鴫原さん予算通り。米澤さんの時、葬儀業者扱いのお花だったので 

お花代（15750 円）かかり予算よりも増額 

出産祝い：楠山さん、榎本さん、中居さん、米山さん→ 5000 円×4名 

     

会計報告 承認 

 

３．23 年度 活動計画  （名嘉眞会長より） 

１） 総会 ：１回（６月）…本日開催 
定例会：４回（昨年度は、７月・１０月・１月新年会、３月） 

      （年度末の会議で「選挙管理委員」選出） 

２）ＳＡＮＧＯさろん、継続実施（火・金曜日） 

   （練馬区情報相談広場） 

３）助産師会企画のママ向け講座実施 （昨年度の１回 → ２回開催に増やす） 

４）練馬子育てネットワークへの参加、ねりま子育てメッセ（3月）へのブース出展 

５）性教育講座、企画調整 

６）練馬助産師会 会員助産師むけの研修  

 （案） ① 品川区の「赤ちゃん訪問」助産師会への委託の話 

          ② その他 希望するテーマ 

７）広報活動 ：ホームページ活用、練馬助産師マップ作成  
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８）地震被災母子関連支援事業：（今年度、すでに活動している事業があります） 

      ①練馬区災害避難者受け入れ施設（光が丘）への協力の報告【別紙資料】竹中さん 

②臨時「赤ちゃん相談会」実施報告【別紙資料】佐々木美幸 

③ＳＡＮＧＯさろん 被災母子の利用を無料にする 

→ 現在までに、利用者は無いが今年度も継続 

承認 

 

４．平成２３年度 予算案 審議  【別紙資料】 会計渡辺さん 

（補足説明）役員歳費の庶務 15000 円にアップしている 

→ 会員数増えたり事業も増えた。庶務 1名追加も考えたが会則変更など必要。 

今年度は増額で対応 

（質問）来年選挙、選挙管理委員の歳費を予算に入れていたほうがよいのでは？（山本さん） 

→ ５０００円追加 

（質問）性教育担当（羽田さん）学校への講話も年 3回と定着。教材費購入、書籍ＤＶＤ購入など 

予算に含めてもらえないか。交通費や会議参加費も支出したい。 

助産師会からの活動支援金（2万円）をもらえないか。 

助産師会の教材として購入するので個人のものではなく共有できる。 

・（佐々木美よ江さん）性教育講義の内容について教えてください 

→ 性感染症予防。スライド、ＤＶＤ、ワークシートを使って行う。 

コンドーム演習も実施しているが学校の意向を確認した上で実施。 

・性教育の会計報告に前年度の繰越金が 78000 円位あるので、それを活用して 

もらってはどうか？予算案が具体的に出ていないし、講師料は担当者に振り込まれて 

いる。プラス諸経費含めて予算計上は難しい。繰越金で活動してみては？ 

・練馬助産師会の予算でも、繰越金徐々に減っている。ここ数年、区の助成金等に頼ら    

 ず、助産師会独自の活動が増えたり、講師料や日当も支払うようになってきており 

支出が増えているため。今後は、助産師会としても収益をあげられる事業の検討も 

必要では。  → 今年度は繰越金で対応してもらう 

（質問）東京都からの分会費について（佐々木美よ江さん）：  

東京都の分会費 1000 円／人の活動費が入るが、実活動に参加できない人もいるので、 

現人数（49 名）以上の入金がある。練馬助産師会に実際の活動に入会するかどうかは、

全員に確認をとっている。 

 

選挙管理委員 5000 円を追加→ 予算案承認 

 

⇒ 今年度の 練馬助産師会 会費：４０００ 円 に決定しました 

    

５．その他 

１）①会員名簿（部外秘）・②連絡網（部外秘）・③助産師会会員リスト（一般公開用の助産師マップ） 

作成のため、変更がある方は、「庶務：佐々木」まで、お知らせください。 

   パソコン環境が整っている方は、パソコンメールでの文書の受け取りにご協力ください。 

   ★今年度から、「会員名簿（部外秘）」「連絡網（部外秘）」については、パソコンメールの 



 4 

     添付ファイルで送信せずに、印刷したものを郵送いたします 

（パソコンからの個人情報流出を避けるため） 

   

③助産師マップについては、様式変更予定 意見交換 

   （佐々木美よ江さん） 出張料、沐浴など本部の規定では 7000 円だがマップに掲載している 

金額は低い。大丈夫か？料金設定個々の助産師では様々。だいたいこれ以上という、実際の 

最低ラインを記載しておくのがよいのでは？規定の 7000 円を伝えての上で自分の設定料金 

をいただくほうがよいのでは？練馬の会員が了解したうえでのマップへの掲載なら、現状の 

表記でよいでしょう 

 

２）備品購入しました：赤ちゃん用体重計 

 

３）山本さんより提案事項：【別紙参照】東北関東大震災チャリティコンサート 8月 28 日（日） 

光が丘区民ホール    

練馬助産師会も協賛というかたちで、協力したい。 

           練馬助産師会からは助産師ボランティア募り育児相談のブース担当：４～５名 

→うち、村松さん決定  

           窓口 山本さん 

           ボランティアなので、日当は出ない。10 時～12時の開催と思いますが、 

当日のみで大丈夫（前日までの打ち合わせへの出席はない） 

 

４）助産師会研修について：希望テーマ募集 

    放射能について：東京都でも関連する研修実施予定 

    安全対策 

    被災地支援について 

・・・テーマ決まらず、今後検討していくので意見をください 

  

５）ママ向け講座の担当者および協力者 ：担当 島野さん（2回分）＋協力者 高橋典子さん 

 

６）ねりま子育てネットワーク担当：昨年度担当の冨田さん、仕事の都合で担当難しい 

         今年度担当・・・山本さん（メーリングリストの対応やメッセの打ち合わせ・担当） 

            

７）性教育：田柄高校（7月 12 日）担当者足りません。募集 

８）東京都助産師会からのお知らせ（名嘉眞さん） 

     里帰りプロジェクト ＨＰでも詳しく載っています。被災母子のケアした助産師は４・5月分 

請求してください。ＰＣＡＴ同行の助産師のボランティア（日当 2万円＋交通費出る）、 

日本助産師会からのボランティアとは違う内容。 

 

 

６．次回 定例会日程 ：8 月 6 日（土）１３：３０～ 

 


